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第
29
回　

秋
季
奄
美
大
島

　
　
　
　
　
　
　

陸
上
競
技
記
録
会

早
町
か
け
っ
こ
ク
ラ
ブ
頑
張
り
ま
し
た

早
町
か
け
っ
こ
ク
ラ
ブ
頑
張
り
ま
し
た

　

８
月
25
日
、
奄
美
市
で
開
催
さ
れ
た
第
29

回
秋
季
奄
美
大
島
陸
上
競
技
記
録
会
に
お
い

て
、
早
町
か
け
っ
こ
ク
ラ
ブ
の
児
童
が
次
の

成
績
を
お
さ
め
た
。

◆
女
子
小
学
３
年
１
０
０
ｍ

　
　

準
優
勝　

大
山
莉り

る瑠

18
秒
51

◆
男
子
小
学
４
年
１
０
０
ｍ

　
　

優　

勝　

美
島
照し

ょ
う
げ
ん

元

17
秒
50

◆
女
子
小
学
８
０
０
ｍ

　
　

優　

勝　

池
田
晴に

こ虹　

２
分
47
秒
45

　
　

第
５
位　

榮
優ゆ

う
な那　

　

３
分
02
秒
59

◆
男
子
小
学
８
０
０
ｍ

　
　

第
８
位　

美
島
照
元　

３
分
17
秒
96

　
　

第
10
位　

益
田
健た

け
る

　
　

３
分
23
秒
78益田さん、大山さん、池田さん、美島さん、榮さん

提供提供

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ア
イ
ラ
ン
ド
喜

界
島
（
杉
俣
紘
二
朗
理
事
長
）
は
９
月
28
日
、「
地

域
産
業
の
活
性
化
と
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
」
と
題
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
関
係
者
ら
約
30

名
が
参
加
し
た
。
本
会
は
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に

は
多
く
の
労
力
を
要
す
る
、
生
産
性
が
低
い
な

ど
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
世
界
的
に
環
境
志
向
・

健
康
志
向
の
風
潮
が
あ
り
、
そ
れ
を
喜
界
島
の

未
来
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
上
で
考
え
る

こ
と
で
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
持
続
性
や

発
展
性
が
期
待
で
き
る
の
で
は
と
い
う
開
催
趣

旨
の
も
と
行
わ
れ
た
。

　

ま
ず
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
品
の
加
工
・
販
売

を
手
が
け
る
企
業
の
代
表
３
名
、内
田
徹
氏
【
マ

イ
ル
ス
ト
ン
食
品
（
株
）】、
髙
橋
亮
人
氏
【
髙

橋
ソ
ー
ス
（
株
）】、
松
本
加
奈
子
氏
【
Ｇ
モ
プ

レ
シ
ャ
ス
（
株
）】
と
杉
俣
理
事
長
に
よ
る
そ
れ

ぞ
れ
の
発
表
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
の
日
本
国
内
で
の
イ
メ
ー
ジ
は
〝
体
に

良
い
〝
や
〝
高
い
〝
な
ど
個
人
に
向
い
た
考
え

方
だ
が
、
先
進
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
社
会
や
環

境
、
未
来
を
向
い
た
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
こ

と
、
有
機
認
証
を
受
け
る
た
め
あ
た
っ
た
こ
と
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ア
イ
ラ
ン
ド
喜
界
島

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
の

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　
　
　
　
　
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

元
Ｖ
リ
ー
グ
選
手
に
よ
る
バ
レ
ー
教
室

　

内
山
正
平
さ
ん
、
矢
野
美
子
さ
ん
来
島

内
山
正
平
さ
ん
、
矢
野
美
子
さ
ん
来
島

　

元
Ｖ
リ
ー
グ
選
手
の
内
山
正
平
さ
ん
（
元
ウ

ル
フ
ド
ッ
グ
ス
名
古
屋
）と
矢
野
美
子
さ
ん（
元

デ
ン
ソ
ー
エ
ア
リ
ー
ビ
ー
ズ
）
が
来
島
し
、
小

中
高
生
に
向
け
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
を
９
月

29
日
中
学
校
体
育
館
で
開
催
し
た
。
日
本
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
と
日
本
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
連
盟
が
主
催
す
る
も
の
で
、
令
和
４
年
に
開

催
決
定
し
て
い
た
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
と

な
っ
た
た
め
２
年
振
り
に
実
現
。
児
童
生
徒
は
、

フ
ラ
フ
ー
プ
や
風
船
を
使
っ
た
練
習
を
通
し
て

ボ
ー
ル
の
中
心
を
意
識
し
た
姿
勢
を
学
ん
だ
り

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
、
２
人
に
よ
る
保
護
者
向

け
の
〝
ス
ポ
ー
ツ
と
子
育
て
〝
と
題
し
た
講
演

で
は
、「
怒
る
指
導
を
す
る
と
子
ど
も
達
の
や

る
気
を
削

ぐ
こ
と
に

な
る
た
め
、

や
る
気
を

引
き
出
す

た
め
、〝
褒

め
て
伸
ば

す
〝
こ
と

が
必
要
。」

と
い
っ
た

こ
と
が
語

ら
れ
た
。

提供提供

国
内
産
の
黒
糖
で
有
機
認
証
を
受
け
て
い
る
の

は
喜
界
島
だ
け
と
い
う
こ
と
な
ど
が
語
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、（
株
）
風
と
光
の
辻
明
彦
会
長
を

座
長
と
し
た
〝
地
方
産
業
の
創
生
～
持
続
可

能
な
商
品
作
り
～
今
、
喜
界
島
で
で
き
る
事
〝

を
テ
ー
マ
と
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
物
流
費
が
高
騰
し
て
い
る
こ
と
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
の
し
ぼ
り
カ
ス
（
バ
カ
ス
）
の
有
機
肥
料

化
、
無
農
薬
栽
培
の
苦
労
で
あ
っ
た
り
、
周
辺

の
畑
を
管
理
す
る
方
か
ら
も
徐
々
に
理
解
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
隣
接
す
る
場
所
で
は
農
薬
を

使
用
し
な
い
よ
う
配
慮
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
、
幅
広
い
意
見
が
交

わ
さ
れ
た
。

シ
マ
の
話
題

シ
マ
の
話
題
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Ｊ
Ｆ
Ａ
第
48
回
全
日
本
Ｕ

－

12
サ
ッ
カ
ー

　

選
手
権
大
会　

大
島
地
区
予
選

　
　
　
　

FCFC
・
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ｏ

・
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ｏ
jrjr　

初
優
勝

　

初
優
勝

　

Ｊ
Ｆ
Ａ
第
48
回
全
日
本
Ｕ-

12
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
の
大
島
地
区
予
選
の
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
が
、
９
月
８
日
奄
美
市
古
見
方
多

目
的
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
本
町
の
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
「
FC
・
Ｓサ

ル

ト

Ａ
Ｌ
Ｔ
Ｏ
jr
」
が
初
優
勝

を
飾
っ
た
。

　

本
チ
ー
ム
は
２
０
２
１
年
に
発
足
。
Ｊ

リ
ー
グ
の
セ
レ
ッ
ソ
大
阪
な
ど
で
活
躍
し
て

い
た
遊
佐
仁

し
の
ぶ

さ
ん
指
導
の
下
、
日
頃
か
ら

サ
ッ
カ
ー
に
励
ん
で
い
る
。

　

本
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
１
回
戦
で
は
伊

津
部
FC
を
３
対
０
で
下
し
、
続
く
準
決
勝
は

沖
永
良
部
FC
に
３
対
２
で
勝
利
。
そ
し
て
FC

龍
郷
と
の
決
勝
で
は
１
対
１
と
拮
抗
し
た
試

合
と
な
り
、
そ
の
後
の
PK
戦
を
２
対
０
と
し

て
初
の
栄
冠
を
つ
か
み
、
併
せ
て
11
月
10
日

か
ら
指
宿
市
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
県
予
選
へ

の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

　

槇
健け

ん
と翔

主
将
（
喜
小
６
）
は
「
全
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
一
生
懸
命
果
た
し
た
こ
と

が
優
勝
に
繋
が
っ
た
。
県
大
会
で
も
頑
張
り

た
い
。」
と
振
り
返
り
、
遊
佐
監
督
は
「
選

手
が
本
当
に
頑
張
り
試
合
の
度
、
成
長
し
て

い
く
姿
を
近
く
で
見
ら
れ
て
最
高
の
結
果
を

選
手
が
達
成
し
て
く
れ
た
事
に
指
導
者
と
し

て
嬉
し
く
思
う
。
県
大
会
で
は
選
手
た
ち
で

新
た
な
目
標
設
定
を
し
て
い
る
の
で
、
目
標

を
達
成
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
。
応
援
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。」
と

コ
メ
ン
ト
し
た
。

保護者が即席でつくったメッセージボードと一緒に

写
真
は
全
て
提
供

榮　ヤエさん
大正 13 年５月２日生

川島　トネさん
大正 13 年 11 月 15 日生

田代　春惠さん
大正 14 年３月３日生

槇野　一枝さん
大正 13 年 12 月１日生

眞泉　トシさん
大正 13 年 11 月３日生

市川　ハナさん
大正 14 年１月 19 日生

今年度 100 歳を迎える方々今年度 100 歳を迎える方々
内閣総理大臣からの記念状が贈呈されました

3　Kikai Public Relations 2024.10



4



休
日
の
過
ご
し
方
：
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
、

野
球
観
戦
、
太
平
洋
戦
争
の
資
料
館
や
戦
跡
巡

り
、
旅
行
な
ど
な
ど
…
誰
に
も
負
け
な
い
く
ら
い

海
が
大
好
き
で
、
暇
さ
え
あ
れ
ば
た
そ
が
れ
に
、

潜
り
に
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
…
頻
繁
に
島
内
の
海

岸
に
出
没
し
て
い
ま
す
♡

島
民
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
：
出
逢
い
と
は
不
思

議
な
も
の
で
４
年
前
、
福
岡
に
あ
る
大
刀
洗
平
和

祈
念
館
で
海
と
空
を
背
景
に
し
た
「
特
攻
花
（
天

人
菊
）」
の
絵
画
に
釘
づ
け
に
な
り
、〝
せ
っ
か
く

海
が
綺
麗
な
ら
ば
〝
と
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ

の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
所
得
し
喜
界
島
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

来
島
し
海
に
潜
っ
て
み
る
と
、
目
に
飛
び
込
ん

で
き
た
視
界
い
っ
ぱ
い
の
色
鮮
や
か
な
サ
ン
ゴ
礁

や
、
空
と
境
界
が
分
ら
な
い
程
に
透
き
通
っ
た
海
。

優
雅
に
泳
ぐ
マ
ン
タ
や
ウ
ミ
ガ
メ
な
ど
美
し
い
景

色
に
言
葉
が
出
な
い
程
感
動
し
た
の
を
今
で
も
覚

え
て
い
ま
す
。

　

地
元
に
戻
っ
て
か
ら
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
活
か
し

て
何
か
で
き
な
い
か
と
思
い
、
海
洋
ゴ
ミ
な
ど
海

洋
問
題
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
く

中
で
、
こ
の
先
何
年
も
次
世
代
に
こ
の
美
し
い
日

本
の
宝
を
守
り
継
い
で
い
き
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
喜
界
島
で
親
元
を
離

れ
研
究
活
動
を
し
て
い
る
高
校
生
の
こ
と
を
知
り
、

自
分
も
子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
を
微
力
な
が
ら
サ

ポ
ー
ト
で
き
た
ら
な
と
思
っ
て
こ
の
仕
事
を
応
募

し
ま
し
た
。

　

多
趣
味
で
何
事
に
も
好
奇
心
旺
盛
な
の
で
見
か

け
た
際
に
は
声
が
け
頂
け
る
と
嬉
し
い
で
す
！

小
こ も ん

門　美
み さ き

咲（24）
福岡県福岡市出身

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
紹
介

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
紹
介

サ
ン
ゴ
留
学
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　

と
し
て
２
名
着
任
し
た
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
紹
介
い
た
し
ま
す

休
日
の
過
ご
し
方
：
子
ど
も
と
海
水
浴
、
お

う
ち
キ
ャ
ン
プ
、
映
画
鑑
賞
。
特
技
は
爪
を

キ
レ
イ
に
す
る
こ
と

島
民
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
：
喜
界
島
が
大
好

き
で
移
住
し
て
き
ま
し
た
。
島
に
来
て
す
ぐ

台
風
10
号
に
遭
遇
し
驚
き
ま
し
た
が
、
町
民

の
皆
さ
ま
の
助
け
合
い
精
神
を
目
の
当
た
り

に
し
、
私
の
心
は
ガ
ッ
チ
リ
島
に
掴
ま
れ
ま

し
た
。
喜
界
島
の
太
陽
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
よ

う
に
明
る
く
元
気
に
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
自
分

に
出
来
る
こ
と
を
精
一
杯
務
め
て
参
り
ま
す
。

繁
しげやま

山　明
あ き

季（33）
福岡県遠賀町出身

5　Kikai Public Relations 2024.10



喜界町の家計簿

　令和５年度の歳入総額は、一般会計と特別会計
の連結決算で 98 億 9,875 万４千円（対前年比
４億 487 万７千円増）。歳出総額は、94 億 1,805
万５千円（対前年比約１億 4,413 万６千円増）と
なった。一般会計で見ると歳入総額は 73 億 4,038
万４千円（対前年比約１億 9,298 万４千円増）。
歳出総額は 70 億 6,602 万１千円（対前年比約
9,631 万３千円増）となった。

令和５年度

町税…町民税や軽自動車税、固定資産税など。
分担金及び負担金…町の行う事業により
利益を受けるものから、その受益を限度
として賦課徴収するもの。
使用料及び手数料…公営住宅の家賃や住
民票などの証明書発行のために納められ
るもの。
財産収入…教員住宅の家賃や町所有の土
地の地代など。
地方交付税…地方公共団体が等しく行政
サービスを提供することができるよう、
国が配分するもの。
町債…町が行う公共事業などの財源とし
て、国などから借りたもの。
国庫支出金…町が行う特定の事業に対し
て、国から交付されるもの。
県支出金…町が行う特定の事業に対して
県から交付されたもの。
地方譲与税…国税として徴収され、一定
の基準により国から地方公共団体に交付
されるもの。
地方消費税交付金…地方消費税の一部を

人口などにより按
あんぶん

分されて国から交付さ
れるもの。

議会費…議員の報酬など、議会運営に使われ
たもの。
総務費…国や地方自治体の歳出で公務員の給
与などに使われたもの。
民生費…高齢者や障害者、子どもの福祉など
に支出されたもの。
衛生費…健康増進、疾病予防、環境保全、清
掃などに使われたもの。
農林水産業費…農業、畜産業、水産業などの
振興に使われたもの。
商工費…商業、観光の振興などに使われたも
の。
土木費…道路や公園、公営住宅の建設など公
共事業・土木事業等に利用されたもの。
消防費…消防署や消防団の運営など、消防活
動や救急活動に使われたもの。
教育費…公立学校の運営管理や施設設備、生
涯学習の推進などに使われたもの。
災害復旧費…台風や大雨などの災害により被
害を受けた道路・農道等の復旧に使われたもの。
公債費…公共事業などの財源として借りた公
債の償還や利子の支払いに使われたもの。

町の財政事情をお知らせします！

歳出歳出

歳入歳入

※　％については、端数処理により合計と合わない場合があります。

※　％については、端数処理により合計と合わない場合があります。
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◎主な財政用語
財政力指数…財政力を示す指標。数値が高いほど財政力
が強いとされ、１を超えると、普通交付税が交付されない。
また、指数が 1 以下の団体であっても、１に近い団体ほど
財源に余裕があるといえる。
実質収支比率…歳入から歳出を引いた額（形式収支）か
ら、翌年に繰り越すべき額を控除した決算額を実質収支と
いい、標準財政規模に対する実質収支額の割合を実質収支
比率という。実質収支が黒字の場合はプラスとなり、赤字
の場合はマイナスとなる。

主な財政指数

区分 R5 R4 増減（R5-R4)

財政力指数 0.16 0.16 0

実質収支比率 1.3 2.5 ▲ 1.2

経常収支比率 82.9 83.6 ▲ 0.7

財政調整基金積立金 17 億 9,107 万 17 億 3,862 万 5,245 万

地方債残高 66 億 2,401 万 70 億 4,460 万 ▲ 4 億 2,059 万

実質公債費比率 10.4 10.2 0.2

将来負担比率 0.0 0.0 0.0

年　度　
　区　分　　 R5 R4

増減

(R5-R4)

歳入総額 Ａ 7,340,384 7,147,400 192,984

歳出総額 Ｂ 7,066,021 6,969,708 96,313

形式収支額（Ａ－Ｂ） Ｃ 274,363 177,692 96,671

翌年度への繰越 Ｄ 222,808 74,709 148,099

実質収支（Ｃ－Ｄ） Ｅ 51,555 102,983 ▲ 51,428

単年度収支②－① Ｆ ▲ 51,428 9,066 ▲ 60,494

積立金 Ｇ 450 297 153

繰上償還金 Ｈ 0 0 0

積立金取崩し額 Ｉ 0 150,000 ▲ 150,000

実質単年度収支（Ｆ＋Ｇ＋Ｈ－Ｉ） ▲ 50,978 ▲ 140,637 89,659

経常収支比率…経常的経費（人件費、物件費、扶助費、
公債費、補助費等などのうち臨時的なもの除いた経費）の
ために経常一般財源（町税、地方交付税、地方譲与税の
使途が特定されないもの）がどれだけ充当されたかを示す
比率を表したもの。比率が低いほど財政構造は弾力性があ
る（臨時的支出や町単独事業に柔軟に対応できる）。
財政調整基金積立金…予期しない収入の減少や災害の発
生等による思わぬ支出の増加に備え、財源に余裕のある年
度に積立金を行うもの。一般に地方自治法第 241 条に基
づく基金の形で行われる。家計でいうと貯金のようなもの。
地方債残高…地方公共団体が資金調達のために負担する
債務（町の借金）の残高で、借入期間が 1 年を超えるもの。
実質公債費比率…収入に対する借入金返済額の比率を示
す。従来の起債制限比率には反映されなかった一般会計
から特別会計への繰出金も含まれる。18％を超えると起
債の際には県の許可が必要となり、25％を超えると起債
が制限され、財政健全化計画を定めなければならない。
財政の健全度を測る上で重要な指標。
将来負担比率…将来の収支や実質的な負債を捉えた指標。
負担を将来に先送りすること等により将来的に財政悪化が
生じないようにするため、財政健全化法において規定され
ている。350％を超えると健全化計画を策定し、財政の健
全化を図る必要がある。

◆令和５年度末地方債（借金）

　昨年度は新たに４億 2,094 万

円 を 借 入 れ、 元 金 ８ 億 4,153

万５千円を返済した。起債残高は

66億2,401万２千円。（一般会計）

◆令和５年度末基金（貯金）

昨年度は１億 6,400 万６千円

を積立て、1,042 万９千円を取

崩 し、 基 金 残 高 は 42 億 4,771

万２千円となった。（一般会計）

地方債・基金の状況一般会計の収支状況 （単位：千円）

歳出決算額

内　訳 収入済額 支出済額 差引残額

決  算  総  額 9,898,754 9,418,055 480,699

一  般  会  計 7,340,384 7,066,021 274,363

 特  別  会  計 2,558,370 2,352,034 206,336

国民健康保険
（事業勘定）

1,037,491 1,010,603 26,888

国民健康保険
（直診勘定）

30,592 30,592 0

介護保険事業 896,820 868,192 28,628

後期高齢者医療事業 118,909 118,006 903

農業集落排水事業 177,286 105,056 72,230

公共下水道事業 297,272 219,585 77,687

（単位：千円）令和５年度の主な事業

総務費…新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業
　〃　…条件不利性改善事業（航路・航空路運賃運賃軽減事業等）
民生費…新型コロナウイルスワクチン対策事業
　〃　…電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金支給事業
　〃　…子育て世帯生活支援特別給付金給付事業費
衛生費…廃棄物処理施設整備事業（最終処分場）
農林水産業費…奄美農業創出支援事業
土木費…道路新設改良費
　〃　…喜界島港改修事業
　〃　…地域住宅交付金事業
教育費…埋蔵文化財発掘調査業務民間委託料
総務費…空き家改修補助金
民生費…出産祝金
民生費…しまの未来特別応援給付金
衛生費…焼却灰搬出処理委託料
農林水産業費…地域園芸活性化事業補助金
教育費…スクールバス運行委託料
　〃　…学校給食調理等業務委託料
※青色で標記している事業は補助事業

１億 38万円
3,934万円
1,046万円

１億 3,536万円
939万円

２億 8,039万円
4,935万円
9,569万円

1億円
7,469万円
8,532万円
1,769万円

816万円
445万円
607万円

1,053万円
4,469万円
3,100万円

公営企業会計
（法適用企業）

事業収益 事業費用 本年度純利益

水道事業会計 516,488 509,355 7,133
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仲  

夕
子
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貴
之

鈴
木  

順
浩

福
塚  

史
郎

逸
見  

忠
利

池
本  

綾
子

森  

朋
子

大
山  

美
和
子

北
山  

聡
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下  

正
尚

徳
島  

満

繁
原  

浩
亮

神
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実

丸
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正
徳
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由
起
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小
久
保  

亜
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亜
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萩
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市
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横
浜
市

神
奈
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県
横
浜
市

福
岡
県
福
岡
市

東
京
都
練
馬
区

鹿
児
島
市

佐
賀
県
武
雄
市

東
京
都
練
馬
区

東
京
都
豊
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葉
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市

東
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練
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区

愛
知
県
名
古
屋
市

東
京
都
武
蔵
村
山
市

大
阪
府
枚
方
市

井  

千
葉

榮  

文
夫

藤
倉  

明
日
香

小
川  

清
隆

斎
藤  

正
之

谷
亀  

嘉
宣

不
破  

雅
教

山
崎  

豊

林  

寿
和

古
茂
田  

晶
子

岡
本  

大
介

岩
崎  

義
政

大
倉  

朋
子

栗
林  

正
人

上
山  

晃
彦

中
林  

佳
司

金
坂  

香
里

高
木  

範
明

榮  

美
貴
子

鳥
谷  

浩
志

中
野  

友
嗣

村
岡  

学

冨
田  

尚
道

稲
留  

亨

金
子  

尚
人

竹
田  

明
彦

濵
本  

浩
孝

雨
宮  

千
鶴

高
峰  

裕
介

荒
井  

浩
樹

南
部  

重

佐
々
木  

芳
和

熊
本
県
南
小
国
町

北
海
道
札
幌
市

東
京
都
墨
田
区

愛
知
県
春
日
井
市

福
島
県
喜
多
方
市

東
京
都
江
戸
川
区

岐
阜
県
各
務
原
市

埼
玉
県
狭
山
市

兵
庫
県
神
戸
市

京
都
府
宇
治
市

静
岡
県
浜
松
市

埼
玉
県
新
座
市

東
京
都
調
布
市

富
山
県
富
山
市

東
京
都
江
東
区

岡
山
県
倉
敷
市

神
奈
川
県
藤
沢
市

長
野
県
下
諏
訪
町

東
京
都
三
鷹
市

東
京
都
練
馬
区

山
梨
県
山
梨
市

東
京
都
文
京
区

青
森
県
三
沢
市

沖
縄
県
浦
添
市

山
形
県
米
沢
市

神
奈
川
県
川
崎
市

東
京
都
中
野
区

神
奈
川
県
横
浜
市

東
京
都
中
野
区

東
京
都
世
田
谷
区

福
井
県
福
井
市

岩
手
県
花
巻
市

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

町
長
・
町
議
選
挙

町
長
・
町
議
選
挙

共
に
無
投
票
で
終
決

９
月
24
日
告
示
の
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙
は
、
共
に
定
数

（
町
長
１
、
議
員
12
）
と
同
数
の
立
候
補
だ
っ
た
た
め
無
投
票
で
終
決

顔
ぶ
れ
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
（
敬
称
略
）

な
お
、
任
期
は
令
和
10
年
10
月
ま
で

町
長
隈
崎
悦
男（
70
）

　

赤
連
・
無
現
・
２
回

町
議
生
駒
弘（
73
）

　

城
久
・
公
明
現
・
５
回

町
議
良
岡
理
一
郎（
73
）

　

西
目
・
共
産
現
・
３
回

町
議
河
上
弘
仁（
64
）

　

小
野
津
・
無
現
・
４
回

町
議
向
井
博
己（
68
）

　

赤
連
・
無
新
・
初

町
議
米
田
信
也（
59
）

　

佐
手
久
・
無
現
・
２
回

町
議
中
山
義
浩（
41
）

　

小
野
津
・
無
新
・
初

町
議
生
島
常
範（
64
）

　

上
嘉
鉄
・
無
現
・
２
回

町
議
倉
橋
博
都（
66
）

　

志
戸
桶
・
無
現
・
２
回

町
議
安
藤
和
久（
70
）

　

上
嘉
鉄
・
無
新
・
初

町
議
土
岐
和
貴（
38
）

　

赤
連
・
参
政
現
・
２
回

町
議
原
田
尚
樹（
46
）

　

川
嶺
・
無
新
・
初

町
議
嶺
和
代（
62
）

　

城
久
・
無
新
・
初

ふるさと納税ふるさと納税
　　　　　　　　（敬称略）

R6.8.16 ～ 9.15 申込分

・寄付者合計　836 名

・広報掲載希望 57 名

当月合計：10,185,450 円

今年度累計：48,454,350 円
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☎

健
康
き
か
い
21

《
喜
界
町
の
目
指
す
姿
》

心
豊
か
に
健
康
で
安
心
し
て

　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
喜
界
町

〜
支
え
支
え
ら
れ

　
　
　
　
　

元
気
で
長
生
き
〜

小
さ
な
１
歩
か
ら
始
め
る

小
さ
な
１
歩
か
ら
始
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

運
動
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

運
動
の
秋

　

爽
や
か
な
風
が
吹
く
季
節
に
な
り

ま
し
た
ね
。
気
温
が
下
が
る
に
つ
れ
、

私
た
ち
の
体
は
代
謝
が
上
が
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
今

の
時
期
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
始
め
る
に

は
ピ
ッ
タ
リ
の
時
期
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
運
動
に
取
り
組
み
や
す
い

時
期
で
も
あ
り
、
気
分
転
換
に
運
動

を
始
め
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

と
は
い
え
、
運
動
習
慣
の
な
い
方

が
、
新
た
に
運
動
を
始
め
よ
う
と
思

う
と
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
も
の
で
す
。
そ

こ
で
、「
な
が
ら
運
動
」
を
お
す
す
め

し
ま
す
。
そ
の
名
の
通
り
、
〇
〇
し

な
が
ら
取
り
組
む
運
動
の
こ
と
を
指

し
ま
す
。
改
め
て
運
動
の
時
間
を
つ

く
る
よ
り
も
、
日
常
生
活
の
中
で
こ

ま
め
に
体
を
動
か
す
時
間
を
増
や
す

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
な
ど
で
座
っ
て
い
る
時
間
が

長
か
っ
た
り
、
同
じ
体
勢
で
テ
レ
ビ
や

ネ
ッ
ト
を
長
時
間
見
て
い
た
り
す
る

こ
と
で
、
血
液
の
流
れ
が
滞
り
、
筋

肉
が
衰
退
し
や
す
い
状
態
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
座
り
っ
ぱ

な
し
は
様
々
な
病
気
に
な
る
リ
ス
ク

が
高
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

気
分
が
落
ち
込
み
や
す
く
も
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
座
っ
て
い
る
時
間
が

長
い
方
は
、
で
き
れ
ば
30
分
に
１
回
、

少
な
く
と
も
１
時
間
に
１
回
は
立
ち

上
が
っ
て
体
を
動
か
し
た
い
で
す
。

「
な
が
ら
運
動
」
の
例

　

な
が
ら
運
動
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
大
股
で
速
足
で
歩
く

・
皿
洗
い
を
し
な
が
ら
、
か
か
と
の
上

げ
下
ろ
し
を
す
る

・
掃
除
機
を
か
け
な
が
ら
、
ふ
く
ら
は

ぎ
を
伸
ば
す

　

な
か
な
か
運
動
の
時
間
を
確
保
で

き
な
い
方
も
、
な
が
ら
運
動
は
、
運

動
の
第
１
歩
と
し
て
取
り
組
み
や
す

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
秋
は
、
な
が
ら
運
動
に
取

り
組
ん
で
、
健
や
か
な
体
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

定
期
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す

定
期
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
の
定
期
接
種
に

位
置
付
け
ら
れ
、
個
別
接
種
、
医
療

機
関
で
の
接
種
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
感
染
す
る

と
死
亡
率
が
高
く
な
る
注
意
す
べ
き

感
染
症
で
す
。
主
治
医
の
先
生
と
相

談
し
て
、
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

　

喜
界
町
で
は
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用
の

一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

①
喜
界
町
に
住
民
票
の
あ
る
満
65
歳

以
上
の
方
（
令
和
６
年
９
月
30
日

現
在
）

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
、
腎

臓
、
呼
吸
器
、
免
疫
不
全
等
の
病

気
で
身
障
手
帳
１
・
２
級
を
お
持

ち
の
方

【
費
用
】

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

公
費
負
担
２
，
７
５
０
円
を
町
が

医
療
機
関
へ
支
払
い
ま
す
。
差
額
分

が
自
己
負
担
。

●
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

公
費
負
担
１
万
２
，
３
０
０
円
を

町
が
医
療
機
関
へ
支
払
い
ま
す
。
差

額
分
が
自
己
負
担
。

※
65
歳
以
上
の
方
は
、
自
宅
に
届
い

て
い
る
問
診
票
を
ご
記
入
の
上
、

接
種
時
に
医
療
機
関
へ
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

※
65
歳
未
満
の
方
も
全
額
自
己
負
担

で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
任
意

小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
任
意

予
防
接
種
費
用
の
助
成
に

予
防
接
種
費
用
の
助
成
に

つ
い
て

つ
い
て

【
対
象
者
】

　

生
後
６
か
月
～
13
歳
未
満
で
接
種

時
に
喜
界
町
に
住
民
票
の
あ
る
方

【
費
用
】

１
回
の
接
種
に
つ
き
、
公
費
負
担

１
，
６
５
０
円
を
町
が
医
療
機
関
へ

支
払
い
ま
す
。
差
額
分
は
自
己
負
担
。

（
子
ど
も
医
療
費
対
象
外
。）

　

１
人
２
回
ま
で
助
成
さ
れ
ま
す
。

　

小
児
予
防
接
種
は
、
病
院
の
予
診

票
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

★
実
施
期
間

　

開
始
時
期
は
ワ
ク
チ
ン
入
荷
状
況

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
各
医
療
機
関

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※
島
外
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場

合
も
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

３
歳
児
歯
科
健
診
で

３
歳
児
歯
科
健
診
で

む
し
歯
無
し
の
お
友
だ
ち
を

む
し
歯
無
し
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す

紹
介
し
ま
す

義岡　利
り つ

紬くん久保　柊
しゅうや

也くん 開　俊
しゅんじ

司くん行本　昊
こうせい

世くん

今回の健診では９人がむし歯無しでしたが、誌面の都合上、５人は次回掲載いたします

9　Kikai Public Relations 2024.10



飛　翔飛　翔
～羽ばたけ　挑み続けた先の頂点へ～～羽ばたけ　挑み続けた先の頂点へ～

喜界中体育大会（９月 16 日）喜界中体育大会（９月 16 日）
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←←

喜界高校体育祭（９月 30 日）喜界高校体育祭（９月 30 日）



夏
の
特
別
企
画
写
真
展
を
開
催

夏
の
特
別
企
画
写
真
展
を
開
催
!!!!

　

７
月
６
日
（
土
）
か
ら
８
月
25
日
（
日
）
ま
で

の
期
間
中
、
中
央
公
民
館
新
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ホ
ー
ル
に
お
い
て
本
町
出
身
で
写
真
家
の
吉
行
秀

和
氏
に
よ
る
夏
の
特
別
企
画
写
真
展
を
開
催
し

ま
し
た
。
期
間
中
は
、
島
内
外
か
ら
３
１
７
名
の

見
学
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

吉
行
さ
ん
は
、
現
在
、
奄
美
の
美
し
い
自
然
や

風
景
な
ど
を
中
心
に
撮
影
し
て
お
り
、
今
回
も
奄

美
大
島
や
喜
界
島
の
風
景
を
色
彩
豊
か
に
切
り

取
っ
た
美
し
い
作
品
の
数
々
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
訪
れ
た
見
学
者
は
「
色
彩
が
と
て
も

き
れ
い
」、「
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
と
は
思
え
な

い
す
ご
く
美
し

か
っ
た
」、「
ま

た
、
写
真
展
を

開
催
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
感

想
を
述
べ
て
い

ま
し
た
。

　

８
月
25
日
（
日
）
に
子
ど
も
会
大
会
を
休

養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
各
単
位
子
ど
も
会
会
員
、
小
・
中
・

幼
児
と
総
勢
32
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

年
々
、
参
加
者
の
減
少
に
伴
い
、
昨
年
度

よ
り
子
ど
も
会
大
会
を
冬
場
か
ら
夏
場
へ
変

更
し
、
紙
飛
行
機
飛
ば
し
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

楽
し
く
汗
を
流
し
た
後
は
、
み
ん
な
で
調

理
し
た
昼
食
の
カ

レ
ー
を
美
味
し

く
頂
き
、
中
に
は

２
杯
お
か
わ
り

す
る
子
ど
も
も
い

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら

は
、「
楽
し
か
っ

た
、
ま
た
、
来
年
も
参
加
し
た
い
」「
み
ん
な

で
食
べ
る
カ
レ
ー
は
美
味
し
か
っ
た
」
な
ど

の
声
も
聞

か
れ
ま
し
た
。

昼
食
後
は
、

子
ど
も
達
が

楽
し
み
に
し

て
い
る
お
菓

子
の
つ
か
み

取
り
で
終
了

し
ま
し
た
。

子
ど
も
会
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

子
ど
も
会
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

ニュースポーツ“モルック”の様子

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

　
　
　
　
　
　

結
果
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

結
果
に
つ
い
て

　

４
月
に
実
施
さ
れ
た
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
に
お
け
る
喜
界
町
の
結
果
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は
、
小
学
６

年
生
と
中
学
３
年
生
を
対
象
に
し
て
全
国
一

斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
児
童
生
徒
の
学
力
や
学

習
状
況
等
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生

徒
へ
の
学
習
指
導
の
改
善
・
充
実
に
取
り
組

む
際
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
調
査
教
科
は
国
語
、
算
数
・

数
学
で
す
。

　

調
査
結
果

は
、
下
の
グ

ラ
フ
の
と
お

り
で
す
。
全

国
の
正
答
率

を
１
０
０
と

し
た
と
き
の

喜
界
町
の
正

答
率
を
表
し

て
い
ま
す
。

結

果

を

み

る
と
、
小
学

校
国
語
が
全

国
平
均
を
上

回
り
ま
し
た
。

国
語
科
の
授

業
で
は
、
日
常
的
に
自
分
と
友
達
の
考
え
を

比
較
し
な
が
ら
考
え
を
構
築
し
た
り
、
語
彙

を
豊
か
に
し
た
り
す
る
授
業
を
展
開
し
て
い

る
こ
と
が
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
中
学
校
の
数

学
で
は
課
題
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
過

去
数
年
同
じ
よ
う
な
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。

数
学
は
、
加
減
乗
除
の
演
算
を
は
じ
め
と
す

る
基
礎
・
基
本
や
証
明
問
題
を
解
く
た
め
の

論
理
的
思
考
な
ど
が
必
要
と
な
る
教
科
で
す

が
、
小
学
校
段
階
の
内
容
を
十
分
理
解
し
て

い
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
国
語
科
の
授

業
と
同
じ
よ
う
に
、
友
達
と
考
え
を
交
流
す

る
中
で
、
多
様
な
見
方
・
考
え
方
を
培
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
習
状
況
調
査
で
は
、
小
中
学
校

別
に
次
の
項
目
で
肯
定
的
な
回
答
の
割
合
が

高
か
っ
た
で
す
。

・
地
域
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
何
か
し
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
る
（
小
学
校
）。

・
将
来
の
夢
や
目
標
を
も
っ
て
い
る
（
中
学

校
）。

　

今
回
の
結
果
を
各
学
校
で
十
分
分
析
す
る

こ
と
で
授
業
改
善
に
生
か
す
と
と
も
に
、
家

庭
・
地
域
と
の
更
な
る
連
携
を
図
る
こ
と
で
、

児
童
生
徒
の
確
か
な
学
力
、
豊
か
な
心
の
醸

成
を
図
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
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町からのおしらせ

保健福祉課からのおしらせ
 「公的年金の令和７年分扶養親族等申
告書の提出」について

　公的年金について源泉徴収の対象となる方へ、日

本年金機構から「令和７年分扶養親族等申告書」が

９月中旬より順次発送されています。期限内の提出

をお願いします。

※同封のリーフレットを参照してご記入ください。

※ 令和７年２月以降にお支払いする年金から源泉徴

収される所得税について、配偶者控除や各種控除

を受ける際に必要な申告書です。

●送付対象者●

老齢年金や退職年金の受給額が以下に該当する方。

・65 歳未満の方：108 万以上

・ 65 歳 以 上 の 方：158 万 以 上（ 退 職 共 済 年 金

JR･JT･NTT･ 農林共済の受給者で、老齢基礎年金

を受給の方は、退職共済年金額が 80 万円以上）

●次の方は扶養親族等申告書の提出は不要●

・ 受給者本人が障害者やひとり親等に該当せず、控

除対象となる配偶者又は扶養親族、退職手当を受

ける見込みの配偶者や扶養親族がいない方。

・ 在職中で、給与の扶養控除申告書で各種控除を申

告する方。

・ 年金の源泉徴収段階で人的控除の適用を受けず、

翌年の確定申告により控除を受ける方。

●申告書の電子申請サービスの開始●

　電子申請案内のリーフレットが同封されています

ので、利用される場合はご確認ください。

●問い合わせ先●

　役場保健福祉課国民年金係　☎ 0997-65-3685

　奄美大島年金事務所　　　　☎ 0997-52-4341
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月
刊
喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
令
和
６
年

月
刊
喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
令
和
６
年
1010
月
号
月
号

　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
！

　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会　

事
務
局　

土
屋
純
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会　

事
務
局　

土
屋
純
子

●
サ
ン
ゴ
留
学
生
初
参
加
！

　

今
年
は
サ
ン
ゴ
留
学
生
が
初

め
て
全
国
大
会
に
参
加
し
、
発

表
や
他
の
地
域
の
学
生
と
交
流

し
ま
し
た
。
サ
ン
ゴ
留
学
生
と

は
、
島
外
か
ら
来
て
寮
生
活

を
し
な
が
ら
喜
界
高
校
に
通
い
、

喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所

で
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
る
学

生
で
す
。
今
回
は
代
表
し
て
３

名
が
参
加
し
、
大
会
で
は
、
ス

ラ
イ
ド
を
使
っ
た
口
頭
発
表
や

ポ
ス
タ
ー
発
表
、
ユ
ー
ス
セ
ッ

シ
ョ
ン
に
参
加
し
ま
し
た
。
口
頭

発
表
で
は
、「
喜
界
島
に
お
け
る

地
域
資
源
を
活
用
し
た
研
究
学

習
『
サ
ン
ゴ
留
学
』
の
取
り
組
み
」

と
し
て
、
サ
ン
ゴ
留
学
生
の
日
常

と
研
究
活
動
に
つ
い
て
３
人
で
発

表
し
ま
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
発
表
で
は
、
各
自

の
研
究
内
容
を
発
表
し
、
ポ
ス
タ
ー
ま
で
来

て
く
れ
た
人
に
自
分
の
研
究
を
発
表
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
以
下
の
通
り
。

・ 

井
祇し

お
ん鳳:

喜
界
島
を
未
来
に
残
す
た
め
に
～

人
と
自
然
の
つ
な
が
り
か
ら
～

・ 
大
森
彩あ

や
ね音:

喜
界
島
の
サ
ン
ゴ
の
色
と
蛍
光
、

光
合
成
活
性
に
つ
い
て

・ 

樋
口
美み

ゆ
う憂:

喜
界
島
に
お
け
る
気
候
に
よ
る

サ
ン
ゴ
の
成
長
ス
ピ
ー
ド
の
違
い

【
サ
ン
ゴ
留
学
生
の
感
想
】

井
「
発
表
を
聞
い
て
く
だ
さ
っ
た
色
々
な
方
と
、

第第
1414
回
　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会
下
北
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

回
　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会
下
北
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
８
月

２
０
２
４
年
８
月
3030
日
～
９
月
１
日
に
青
森
県
に
あ
る
下
北
ジ
オ
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
、

日
～
９
月
１
日
に
青
森
県
に
あ
る
下
北
ジ
オ
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
、

【
ジ
オ
パ
ー
ク
で
つ
な
が
る
　

海
　

大
地
　

未
来
】
を
テ
ー
マ
に
し
た
大
会
で
し
た
。

【
ジ
オ
パ
ー
ク
で
つ
な
が
る
　

海
　

大
地
　

未
来
】
を
テ
ー
マ
に
し
た
大
会
で
し
た
。

井さんのポスター発表

喜
界
島
の
事
や
、
今
後
の
喜
界
島
に
つ
い
て
、

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
つ
い
て
な
ど
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
話
し
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た

り
、
今
回
の
ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会
で
今
ま
で

よ
り
も
っ
と
自
分
の
中
の
考
え
を
深
め
る
こ
と

が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
喜
界
町
が
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
同
じ
よ
う
に
地
域
を
盛
り

上
げ
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
人
な
ど
、
普
段
、

島
に
い
る
だ
け
で
は
出
会
え
な
い
人
と
島
の
こ

と
に
つ
い
て
話
す
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
。」

大
森
「
自
分
の
研
究
テ
ー
マ
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
え
た
こ
と
、
喜
界
島
に
つ
い
て
知
ろ
う
と

し
て
く
れ
た
こ
と
が
嬉
し
く
、
す
ご
く
や
り
が

い
を
感
じ
ま
し
た
。
今
回
、（
全
国
大
会
で
）色
々

な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
ま
た
こ
の 大森さんのポスター発表
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●
今
後
の
展
望

よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
参
加
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
喜
界
島
の
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
目
　

指
し
サ
ン
ゴ
留
学
生
の
自
分
が
出
来
る
こ
と
を

し
て
い
き
た
い
で
す
。」

樋
口
「
青
森
県
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
地
域
の
取
り

組
み
や
様
子
を
（
今
回
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
全

国
大
会
に
参
加
し
て
）
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
喜
界
島
で
し
か
し
て
い
な
い
、

喜
界
島
に
し
か
な
い
誇
る
べ
き
も
の
が
あ
る
こ

と
に
も
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
気
づ
き
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所
で

の
発
表
会
な
ど
の
機
会
で
、
多
く
の
方
の
耳
に
入

る
様
発
信
し
た
い
で
す
。
自
分
が
喜
界
島
に
つ
い

て
話
せ
ば
話
す
ほ
ど
、
喜
界
島
の
良
さ
に
気
づ

き
、
沢
山
発
信
し
た
い
と
改
め
て
思
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
」

喜
界
高
校
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
今
回
初

め
て
サ
ン
ゴ
留
学
生
が
ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会

に
参
加
を
し
て
、
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
全
国

か
ら
来
て
い
る
ジ
オ
パ
ー
ク
関
係
者
、
研
究
者

の
方
々
か
ら
、
研
究
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
も
も
ら
う
こ
と
が
出
来
て
励
み
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。
今
後
も
、
サ
ン
ゴ
留
学
生
や
、
島
の

子
た
ち
に
こ
う
い
っ
た
場
所
で
発
表
を
し
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
経

験
が
、
学
生
を
は
じ
め
周
り
の
人
に
と
っ
て
住

ん
で
い
る
島
を
見
つ
め
直
す
良
い
き
っ
か
け
に

な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
他
の
ジ

オ
パ
ー
ク
と
の
交
流
を
通
じ
て
見
聞
を
広
げ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

●
喜
界
島
の
魅
力
を
発
信
！

　

喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事
務
局

で
は
、
上
地
事
務
局
長
が
「
喜
界
島
に
お
け

る
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
の

取
り
組
み
」
を
タ
イ
ト

ル
に
口
頭
発
表
を
行
い

ま
し
た
。
昨
年
度
よ
り

喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
事
務
局
で
は
、

各
小
中
学
校
で
行
っ
て

い
る
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習

や
ジ
オ
パ
ク
パ
ク
給
食
、

そ
し
て
小
中
学
校
の
教

職
員
に
向
け
た
ジ
オ

パ
ー
ク
研
修
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
般
の
方

向
け
と
し
て
公
民
館
講

座
で
の
レ
ク
チ
ャ
ー
、
サ

ン
ゴ
留
学
な
ど
の
喜
界

島
独
自
の
取
り
組
み
を

発
表
し
、
注
目
を
集
め

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ポ

ス
タ
ー
発
表
で
は
、
口

頭
発
表
で
行
っ
た
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
に
加
え
、

防
災
訓
練
で
の
講
話
や
、
他
の
ジ
オ
パ
ー
ク
と

の
交
流
な
ど
事
務
局
の
取
り
組
み
を
発
表
し

広
く
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

喜
界
島
か
ら
黒
糖
焼
酎
を
２
種
類
持
っ
て

行
き
、
交
流
会
で
他
の
地
域
の
方
々
に
振
舞
っ

て
き
ま
し
た
。
黒
糖
焼
酎
の
ア
ピ
ー
ル
を
す
る

と
、
喜
界
島
へ
行
っ
て
飲
ん
で
み
た
い
！
ヤ
ギ

や
夜
光
貝
と
一
緒
に
飲
ん
で
み
た
い
！
と
い
う

反
応
を
い
た
だ
き
嬉
し
い
限
り
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

議
会
事
務
局
と
し
て
、
島
の
魅
力
を
島
内
外
に

発
信
し
続
け
て
い
き
ま
す
よ
！
お
楽
し
み
に
！

樋口さんのポスター発表

サンゴ留学生３人での口頭発表

上地事務局長の口頭発表
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令和７年『喜界町はたちのつどい』参加申込　受付中令和７年『喜界町はたちのつどい』参加申込　受付中

期　日：令和７年１月２日（木）　午後１時～
　　　　※受付は 12 時 30 分から

会　場：自然休養村管理センター

対　象：平成 16 年４月２日～平成 17 年４月１日生まれの方

申　込：令和６年 11 月 29 日（金）まで
　　　　教育委員会生涯学習課（中央公民館内）
　　　　※土日祝日を除く　午前８時 30 分～午後５時
　　　　☎ 0997-65-0229

喜
界
島
み
ら
い
会
議

喜
界
島
み
ら
い
会
議

ス
マ
イ
ル
・
ア
イ
ラ
ン
ド
食
堂

　
　
　
　
　
　
　

代
表　

榮
貴
子

　

皆
さ
ん
、
子
ど
も
食
堂
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
？
子
ど
も
食
堂
と
は
、
食
を
通
し
て
地
域
交

流
の
場
と
し
て
全
国
各
地
に
広
が
り
、
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
私
達
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
大
変
便
利

に
な
り
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
も
ゲ
ー
ム
や
ス
マ

ホ
な
ど
で
色
ん
な
楽
し
み
方
や
知
識
を
得
る
こ
と

が
で
き
、
過
ご
し
方
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

便
利
に
な
っ
た
一
方
、
身
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ

機
会
や
、
直
接
、
人
と
ふ
れ
合
う
機
会
が
少
な

く
な
っ
た
事
も
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
、
こ
こ
数

年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
様
々
な
行
事
等

が
制
限
さ
れ
た
こ
と
も
人
と
の
繋
が
り
が
希
薄
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
少
し
で
も

解
消
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
様
々
な
経
験
・

体
験
が
で
き
る
場
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
、
令
和

５
年
３
月
に
子
ど
も
食
堂
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、

私
自
身
、
私
の
子
ど
も
が
友
人
と
の
ち
ょ
っ
と
し

た
ト
ラ
ブ
ル
で
人
間
関
係
に
悩
み
一
時
期
、
学
校

に
行
け
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
経
験
も

通
し
て
、
悩
み
を
抱
え
た
子
ど
も
や
親
の
不
安
を

少
し
で
も
解
消
し
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
サ
ポ
ー

ト
と
、
一
人
一
人
が
生
き
抜
く
力
を
育
ん
で
い
け

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
の
必
要
性
も
感
じ
た
の
も

子
ど
も
食
堂
を
真
剣
に
考
え
た
き
っ
か
け
で
す
。

　

現
在
、
元
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方
と
一
緒
に

活
動
し
年
に
数
回
、
地
域
の
公
民
館
や
休
養
村

等
を
借
り
な
が
ら
子
ど
も
食
堂
：S

m
ileisland

食
堂
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
多
い
時
で
約
50
名
が

参
加
し
、
み
ん
な
で
料
理
作
り
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
最
初
は
、
恥
ず
か
し
そ
う
に
し
て
い
た
子
ど

も
達
も
次
第
に
心
を
開
き
自
然
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
終
始
笑
顔
で
過
ご
し
て
い

る
姿
か
ら
子
ど
も
食
堂
が
子
ど
も
の
心
と
体
の
成

長
の
サ
ポ
ー
ト
に
繋
が
り
今
後
も
必
要
な
も
の
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
子
ど
も
や
保
護

者
か
ら
「
今
度
は
い
つ
？
早
く
し
た
い
」
と
楽
し

み
に
し
て
く
れ
て
い
た
り
、
地
域
の
方
々
か
ら
も

「
手
伝
う
よ
」
と
声
か
け
て
い
た
だ
く
事
も
多
く

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

　

今
後
も
、
こ
ど
も
達
に
様
々
な
楽
し
み
の
場
や

経
験
、
体
験
の
場
を
作
り
、
子
ど
も
達
が
自
分
た

ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
自
然
豊
か
な
喜
び
の
島
に
愛

着
が
持
て
る
よ

う
、
多
世
代
交

流
や
伝
統
継
承
、

そ
し
て
子
育
て

世
代
も
気
軽
に

集
え
る
居
場
所

と
島
の
子
ど
も

達
が
夢
や
希
望

を
持
て
る
拠
点

を
作
る
の
が
現

在
の
目
標
で
す
。
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塩道ユミタ編 あの日あの頃

喜界町中央公民館 歴史民俗資料室

～うやふじぬ想いをつなぐ～

・・

  やたしりば ・・・      （もしかして・・・）

  うみかい   むかてぃ　さんしん  ふぃちゅたりば　
  あたぁだに　いゆがぁ  ふぁねぃたい　がにぃ  が
  いじてぃっちゃいし   うどぅっちゃんどぅやぁ。   
（海に向かって三味線を弾いていると
  突然  魚が跳ねたり蟹が
  出てきたりして 驚いたよね。)

      にゃんま　しみちぬ  ながはまこうえんぬ  
      おくにあん  はまじ   さんしん  ふぃちっちゃんど。　
        　 （この前  塩道集落の長浜公園の
       奥にある浜辺で三味線を弾いてきたよ。 )

●
塩
道
長
浜
節
の
歌
唱
者
：
亀
島
李
吉
さ
ん

大
正
元
年
生
ま
れ
、
嘉
鈍
出
身

●
昭
和
　
年
頃
自
主
録
音
し
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
音
源
よ
り

☆
李
吉
さ
ん
は
、
幼
少
よ
り
母
や
叔
父
を
始
め
、
身
近
に
い
た
唄
者
の

影
響
で
生
涯
を
通
し
て
シ
マ
唄
に
親
し
み
ま
し
た
。
子
や
孫
に
、

「
歌
い
継
が
れ
て
き
た
シ
マ
唄
を
一
曲
で
も
覚
え
て
ほ
し
い
。
私
が

    

亡
く
な
っ
た
後
は
お
墓
の
前
で
歌
っ
て
聞
か
せ
て
く
れ
た
ら
ど
ん

    
な
に
嬉
し
い
こ
と
か‥

」
と
念
願
し
て
い
ま
し
た
。

  

歌
い
継
ぐ
奄
美
の
島
唄

喜
界
島

☆
　
付
き
歌
詞
集

    【
歌
い
継
ぐ
奄
美
の
島
唄

     

喜
界
島
】
よ
り
ご
紹
介

  ユミタ指導：吉野治子さん ( 塩道出身、東京在住 )             　塩道長浜周辺の工事現場
                           昭和 30 年代　

　　        塩道長浜の様子
　　  　     昭和 50 年代 

56

  にゃまぁ　こうえんに　なとぅんが　
  わが　いなさたん  どぅけぇ　ながぁさてぃ  しゅらさん
  はま   じぁたすどぉ。   あまにぇえぇ   ちむかなしゃん  
  でんせつが    あすじゃが　しっちゅんにゃ？  
  （今は公園になっているが
　私の小さい頃は 長くてきれいな
　浜だったんだよ。あそこには悲しい
　伝説があるんだが 知ってるかい？ )

★

★

★
★

★
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サンゴ通信
喜界島サンゴ礁喜界島サンゴ礁

　　　　科学研究所　　　　科学研究所

№６５№６５

　サンゴ礁サイエンスキャンプ・アドバンスドコー

スでは、６日間にわたって研究・プレゼン作成し、

最終日の８月 26 日に成果発表会を行いました。今

年のアドバンスドコース参加者は、サンゴ留学生も

含め 15 人の中学生・高校生が集まりました。参加

者のみなさんは、一人ひとりがテーマを決め、自分

の研究を深めていました。枝サンゴの太さに注目す

る方や、島の方々にインタビューしてサンゴの保全

活動について調べた方、島の成り立ちに興味を持っ

た方、湧水をめぐって調査した方など、様々なテー

マが生まれていました。研究実習では、サンゴ研を

飛び出し、島中の海から山まで色々なところで調査

を行いました。

　ジュニアコースとの大きな違いとして、アドバン

スドコースでは毎日メンターの講義を受ける事が

できます。今年のアドバンスドコースでは、「Kikai 

Coral Biology and Ecology（琉球大・サム先生）」「地

球化学的手法を使った生態学の研究（東京都市大・

田中先生）」「２タイプのサンゴ礁段丘と過去 12 万

年間の氷河性海面変化（金沢学院大・佐々木先生）」

「喜界島はどうやってできたのか～喜界島の地質と地

史～（熊本大・松田先生）」という４つの講義をして

いただきました。難しい内容もありましたが、皆さ

ん興味を持って、真剣な顔つきで聴講していました。

　最終日に開催された成果発表会では、スライドを

使ったプレゼンを行いました。島の皆さんからの質

問も多く、議

論も活発に行

われた非常に

有意義な成果

発表会となり

ました。

インターンシップ活動期インターンシップ活動期

　現在、帝京科学大学生命環境学部の３年に在籍し

ている梶本凜太朗です。大学では主に自然環境につ

いて学んでおり、特に海洋生態系や環境保護に興味

を持っています。幼少期から海が身近な存在で、小

学生の頃には離島留学を経験し、サンゴ礁が日常生

活の一部でした。これまでに身につけたサンゴや自

然環境に関する知識を、今回のインターンシップで

最大限に活かし、大学

での学びを深めるとと

もに、研究所でのプロ

ジェクトや活動に貢献

したいと考えておりま

す。サンゴ礁の保護

や環境教育に興味が

あり、将来的には海洋

生物や自然環境を守る

活動にも携わりたいと

思っています。

　長崎大学多文化社会学部２年の知念三奈です。私

は、今回のインターン期間の約１か月間で「喜界島

の歴史と産業」について調査しました。インターン

中は、喜界島の成り立ちやサンゴのことについて

様々な事を教えてもらいました。しかし、喜界島の

人達との交流を通して、喜界島の地理的な要素だけ

でなく、人々の生活も学びたいと思い、このテーマ

にしました。その中でも産業に重点を置いたのは、

環境に影響を及ぼす主な外的要因だからです。

　調査方法は、喜界町図書館に保管されている古文

書と、2015 年喜界島塩道で採取されたサンゴの年

輪から得られたデータ

を比較し、年表を作成

しました。結果は、サ

ンゴが持つ環境の記

録と人の歴史の共通点

は見つけることができ

ませんでした。しかし、

喜界島の歴史を調査し

たことで、隆起し続け

るサンゴ礁でできた喜

界島での生活を知るこ

とができました。

梶本さん

知念さん

８月 20 日～８月 26 日に行われた８月 20 日～８月 26 日に行われた
中高生対象のサンゴ礁サイエンスキャンプを中高生対象のサンゴ礁サイエンスキャンプを
ご紹介しますご紹介します
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※
喜
界
町
に
住
所
が
あ
る
方
で

も
、
島
外
に
て
戸
籍
届
出
（
婚

姻
届
・
出
生
届
・
死
亡
届
）
を

さ
れ
た
方
は
戸
籍
の
窓
へ
掲
載

さ
れ
ま
せ
ん
。
掲
載
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、住
民
課
戸
籍
係
（
☎

65
ー
３
６
８
７
）
へ
直
接
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

（令和６年 10 月１日現在）

世 帯 数   ・・・ 3,655 戸（▲ 5）

人 口   ・・・ 6,324 人（▲ 20）

男   ・・・ 3,120 人（▲ 13）

女   ・・・ 3,204 人（▲ 7）

（　）は前月比、▲はマイナス

前
田　

喜
代
美

高
田　

エ
ツ
ミ

中
村　

ひ
ろ
え

島
崎　

久
代

永
瀬　

す
が
乃

弘
岡　

稲
子

<

萌
葉
会>

不
意
打
ち
の
台
風
十
号
凄
じ
く
駐
車
場
の
屋
根
は
露
天
に
な
り
し

た
び
た
び
の
台
風
被
害
に
特
産
の
き
び
・
ご
ま
畑
の
眺
望
淋
し

草
を
食
む
子
や
ぎ
は
無
心
に
草
を
食
む
ま
あ
る
い
頭
を
し
ば
し
撫
で
や
る

停
電
の
ほ
そ
き
灯
り
に
下
り
て
き
し
蜘
蛛
一
匹
の
い
の
ち
愛
し
む

ゆ
る
や
か
に
地
軸
傾
き
芭
蕉
葉
の
風
色
変
え
て
わ
が
夏
を
終
ゆ

病
棟
の
日
暮
れ
は
い
つ
も
淋
し
く
て
少
し
早
目
に
カ
ー
テ
ン
を
引
く

喜界町の住民基本台帳人口
納付をお忘れなく ！（10 月）

【税】町県民税第３期分 10/31まで

【使用料】10月分上下水道使用料・公
営住宅使用料・保育料 10/31まで

納入はお早めに！口座振替をされている方は、
残高の確認をお忘れなく！

社
協
だ
よ
り

  

氏　

名　
　
　

住
所

■
寄
付
金
（
香
典
返
し
）

氏　

名　
　
　

（
年
齢
・
住
所
）

（
92
才
・
赤
連
）

（
46
才
・
佐
手
久
）

（
79
才
・
上
東
）

（
89
才
・
手
久
津
久
）

（
73
才
・
荒
木
）

（
76
才
・
早
町
）

（
86
才
・
神
宮
）

（
88
才
・
白
水
）

（
79
才
・
花
良
治
）

（
76
才
・
荒
木
）

（
97
才
・
湾
）

（
91
才
・
浦
原
）

渡
瀨
　

イ
ツ
子

富
田
　

堅
吉

富
田
　

只
益

永
井
　

ヤ
ス
子

光
岡
　

ヒ
デ
子

朝
野
　

正
一

小
野
　

和
子

中
川
　

龍
典

仙
　

榮
子

照
沢
　

千
鶴
子

岡
村
　

節
江

模
　

良
昌

奥
野
　

義
一

禎
　

實

松
元
　

彦
三
郎

（
78
才
・
中
里
）

（
83
才
・
羽
里
）

（
96
才
・
蒲
生
）

富
田
　

い
し
子

小
野
　

優

重
野
　

洋
子

得
田
　

初
男

得
本
　

ひ
と
み

富
田
　

昭
雄

光
岡
　

力

坂
　

寿
樹

清
水
　

マ
リ
ア

朝
野
　

正
司

仙
　

敏
和

照
沢
　

守
一

岡
村
　

栄
作

模
　

テ
ツ

奥
野
　

満
枝

上
嘉
鉄

小
野
津

中
間

大
阪
府

赤
連

佐
手
久

荒
木

赤
連

白
水

東
京
都

花
良
治

荒
木

大
阪
府

浦
原

中
里

11
月
は
「
文
化
芸
術
に

　
　
　
　
　

親
し
む
月
間
」

　

県
で
は
、
11
月
を
「
文
化
芸
術

に
親
し
む
月
間
と
し
て
設
定
し
て

い
ま
す
。

　

音
楽
、
文
学
、
映
画
、
美
術
、
書
、

舞
踊
、
演
劇
な
ど
文
化
芸
術
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
期
間
中
は
、
県
内
全
域

で
様
々
な
演
奏
会
や
展
示
会
、
文

化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

身
近
な
文
化
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
て
、
す
て
き
な
芸
術
の
秋
を
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

（
敬
称
略
）

氏　

名　
　

（
保
護
者
・
住
所
）

德
　

莉り

い

さ

依
沙

父
・
孝
則

母
・
優

浦
原
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喜
界
町
は
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
に

加
盟
し
て
い
ま
す
。
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７
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６
５
）
１
１
１
１
　     FAX ０

９
９
７
（
６
５
）
４
３
１
６

http://w
w
w
.tow
n.kikai.lg.jp/　

広
報

小
粒
で
も

キ
ラ
リ
と
輝
く
い
い
島

き
か
い
じ
ま

◀

発
行
／
喜
界
町
役
場

編
集
／
企
画
観
光
課

くらしのカレンダーくらしのカレンダー すこ・・・旧すこやかセンター
子育・・・子育て支援センター
コミ・・・役場コミュニティホール
トレ・・・役場トレーニング室
研修・・・役場研修室
診療・・・診療所

（令和６年 11 月１日～ 11 月 30 日）（令和６年 11 月１日～ 11 月 30 日）

日 月 火 水 木 金 土
1 2

●あかちゃん
　おはなし会
　【11：00】

3 4 5 6 7 8 9

文化の日
●内科診療
　（６日まで）
　【診療 8：30】
●おはなし会
　【11：00】

振替休日
●休館日

●胃がん検診
　（９日まで）
　【集落公民館】
●資料休館日

●おはなし会
　【14：00】

10 11 12 13 14 15 16

●内科診療
　（13 日まで）
　【診療 8：30】

●両親学級
　【すこ13：00】
●休館日

●３歳児健診
　【すこ 13：15】

●あかちゃん
　おはなし会
　【11：00】

17 18 19 20 21 22 23

●おはなし会
　【11：00】

●母子相談
　【子育 11：00】
●休館日

勤労感謝の日
●おはなし会
　【14：00】

24 25 26 ２７ ２８ ２９ ３０

●内科診療
　（27 日まで）
　【診療 8：30】

●休館日 ●２歳・２歳半
　歯科健診
　【すこ 13：15】

●●については図書館（65-0962）へ、については図書館（65-0962）へ、●●は保健福祉課（65-3685）へ問い合わせて下さいは保健福祉課（65-3685）へ問い合わせて下さい
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